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皆さんは朝起きてから寝るまでの間にまったく電気製品を使わずに過ごしたことはありますか？
暗い部屋に明かりを灯したり，テレビを観て泣き笑いしたり，遠く離れたところにいる友人の姿を小さな携帯電話に写し出

したり，パソコンでゲームをしたりと電気製品は皆さんの生活にいろいろなかたちで深く関わっています。
私たちの身の回りにある電気製品の中は，人間の目では決して見ることのできない小さな小さな電子を操るための巧妙な仕

掛けで溢れています。これらの仕掛けを基礎から学ぶのが電気電子工学科です。
皆さんも４回生になると研究室に配属され，より深く電気電子工学を学び，そして自らもこれまでにない新しい仕掛けを作

り出すことになります。電気電子工学科では幅広い分野にわたる研究テーマを準備し，フレッシュで創造的な皆さんが扉を叩
いてくれるのを待っています。

教員からのメッセージ

あなたも夢をかたちにしてみませんか？

電気電子工学実験の様子

ナノ秒極性反転高電圧パルス放電を用いて，排ガス中の

有害物質（窒素酸化物）を分解する実験中の写真です。

充実した研究設備のもと，研究室の学生達と共に新しい

環境保全技術の開発に取り組んでいます。



最先端の技術と理論を身につけるために，最新のプラズマエレクトロニクス技術の
光源や排ガス処理装置，高機能材料プロセスへの応用や，新しい発想に基づく電力
応用機器の開発，また，計算機を援用したシステム制御や回路システムの解析設計
などの研究教育を行っています。

多元化合物半導体の光物性とその応用，希土類元素付活性光材料の製作，半導体の
電気光学特性の評価と電子デバイスの試作など，基礎からデバイスへの応用まで広
い分野の教育研究を行っています。

光通信やレーザ応用など進展の著しい光エレクトロニクス，ハードディスクやDVD
などの普及により注目されるディジタル記録，マルチメディアの将来を担う映像メ
ディア処理やネットワークなどの教育研究を行っています。

環境を守る！
環境保全のための無水銀光
源の開発。環境汚染物質の
水銀を使わない光源が光り
ました。現在，もっと明る
く！という課題に取り組ん
でいます。

水中のかみなり！
放電のエネルギーを利用して
水質を改善する方法について
研究しています。

質量分析計を用いて
水素の貯蔵量，
透過量を測る装置

次世代のエネルギー源の一つである水素をた
くさん含む材料の製作や，それらの物理的な
性質を調べています。

“未来の半導体をシミュレーションする”
コンピュータを使って，新しい材料で作るデ
バイスの電気的特性を数値計算し，予測・評
価しています。また，見ることのできない半
導体内部も表示します。

マイクロ波を用いた
伝搬実験

このほか，ミリ波，サブミリ波および光の伝搬実験や電磁界理論解析など，
移動体通信や電波天文学，光通信に応用されている研究を行っています。

情報ストレージ装置の高密度化に欠かせない信
号処理方式の研究



私は現在，記録工学研究室に所属し，ハードディスク装置の高密度化に

必要な信号処理方式の研究をしています。研究は思うように進まないこと

も多く，関連文献を読んだり，先生や先輩に適切なアドバイスをいただき

ながら，少しずつ解決へと近づけていくことができます。また，定期的に

自分の研究の内容や成果を発表し，みんなで議論することもとてもよい経

験になり，人前で発表することがいかに難しく，大切かを学びました。

今のところ，電気電子工学の分野は女性が少ないのですが，女性ならで

はの考え方や感性を活かした研究ができる分野だと実感しています。ぜひ

この分野にチャレンジしてみてください。

女性の活躍が期待されています！ 岡原　由枝 （M1）

記録工学研究室に所属しており，ハードディスクの信号処理に関する研

究を行っています。そして，チャンスに恵まれ先生方のサポートのもとで，

現在，念願だったイギリスで，1年間，勉強することができています。大

学はとても自由な所ですが，電気電子工学科は自分次第で，自分のやりた

いこと，興味あることに挑戦でき，大きな成果をあげることのできる学科

だと思います。また，女性の割合も少ない学科ですが，最新の技術や理論

を学び，女性も活躍できる場所だと実感しています。ここで得た経験は私

の大きな財産になると確信しています。

夢を実現できる場所！ 竹内　慶子 （M2）

私はマレーシアからの留学生です。工学先進国で最先端の知識と技術を

学びたいと思い，言葉のハンディという不安はありましたが，愛媛大学に

留学しました。入学してから友達を作り，大学のサークルに入って日本人

との交流を通じて言葉や日本での生活に慣れてゆきました。無事4年間で

卒業できて2年間マレーシアで働いた後，再び愛媛大学の大学院に入学し

ました。修士課程のあと引き続いて博士課程に進学して，今，博士の学位

取得を目指して研究にがんばっています。愛媛大学で勉強できて本当によ

かったと思います。皆さんもこんなすばらしい環境で勉強はもちろんです

が，大学生活を楽しんでください。

留学生から一言 アハマド　ナズリ （D2）

将来後輩になるかも知れない高校生の皆さんへのメッセージを
在学中の学生諸君に語ってもらいました。
（M1は大学院博士前期課程1回生，M2は同2回生，D2は同後期課程2回生です。）

卒業論文発表会の様子

卒 業 後 の 進 路
バブル崩壊後の不況で一般には就職難が続いていますが，電気電子工学科の卒業生（学部卒，大学院卒とも）へは多くの求人

があります。（平成17年度の求人倍率は約5倍）この不況下でも家電や電力，情報といった分野だけでなく，鉄鋼，自動車，化学，
重工業，医療機器などほとんどの業種から安定した求人があります。これは電気電子工学があらゆる産業分野で不可欠の基幹技
術となっているため，電気電子工学の技術者が必要とされていることによります。電気電子工学の進歩に伴い必要とされる知
識・技術が高度化しているため，卒業生の30％が大学院に進学してさらに知見を高めています。

過 去 5 年 の 卒 業 生 の 主 な 就 職 先 （五十音順）
旭硝子，旭光学工業，今治造船，渦潮電機，FM愛媛，NECライティング，NHK，NTTドコモ四国，愛媛県，愛媛県警，愛媛新
聞社，オムロン，川崎重工業，キヤノン，京セラ，きんでん，国土交通省，三洋電機，四国ガス，四国電力，四変テック，シャ
ープ，スズキ，住友化学工業，住友共同電力，住友重機械工業，セイコーエプソン，ダイヘン，ダイハツ工業，中国電力，中電
工，帝人，テクシア，東京電力，東芝，ドコモエンジニアリング四国，トヨタ自動車，西日本旅客鉄道（JR西），日亜化学工業，
日東電工，日本電気，日本電産，日本ビクター，ハリソン東芝ライティング，富士写真フィルム，富士通，松下寿電子工業，松
下電器産業，松下電工，マツダ，松山市，三浦工業，三菱重工業，三菱電機，ミノルタ，ローム







地震被害：新潟中越地震，道路陥没，交通途絶
「南海地震に向けて，学生も調査に」

都市空間の動態シミュレーション
「人々の動きを把握し，空間設計に役立てる」

クラゲの大量発生！
「沿岸海域の新たな環境問題」



みなさん，「土木」というと何を思い浮かべますか。おそらく，橋やトンネル，
道路を造ること，と考える人が多いと思います。でも，「土木」の仕事は，ほかに
もたくさんあります。例えば，交通渋滞の解消，上下水道の整備，河川整備，防災
などです。つまり，「土木」は私たちの生活の基盤となるものなのです。「土木」と
ひとくちに言っても，さまざまな分野があります。この学科にはそれに応えるだけ
のいろんな研究室があります。「土木」にはものを造るというロマンがあります。
みなさんも，そのロマンを感じてみませんか。

徳永　淳一　（学部3回生　愛媛県出身）

最近，台風や地震などの災害が頻発しており，改めて人間生活における土木の大
切さを考えさせられました。土木では，このような自然災害はもちろん，環境問題，
交通渋滞など，様々な問題に対応することが求められており，環境建設工学科では
そのようなことに取り組むことができます。私は昔から環境問題に関心を持ってい
て，何らかのかたちで環境問題に取り組んでみたいと考えていました。そして現在，
これまでに学んだことをもとに，土木という観点から環境問題について考えていき
たいと思っています。自分の自由な時間が多い大学生活。遊ぶもよし，サークルに
打ち込むもよし，勉学に励むもよし。ですが，それには全て自分の責任が伴います。
何をするにしても一生懸命努力して，充実した大学生活を送って欲しいと思います。

金澤　康史　（学部4回生　岡山県出身）

僕がこの学科に進学した理由は，正直“なんとなく”なんです。学生生活を振り
返ってみると，なんとなく大学に通って，なんとなく単位をとっての繰り返しだっ
たんです。もともと，環境に興味はあったんですが，なにをしたらいいのか分から
ず，徒手空拳というのが実状で，具体性がなかったんです。そして，４年生になり
卒論をかく時，河川工事のあり方を切り口に環境を考えている僕がいたんです。い
つのまにか，“なんとなく”の勉強で得た知識が，僕に何をしたらいいのかを教え
てくれてたんです。今，僕は大学院に進学しました。これは，“なんとなく”では
なく，優れた河川管理者になりたいからです。この学科は対象が広く，いろいろな
分野を体験することができます。その中から，“コレだ”というもの大学生活を通
して探すのもいいのではないでしょうか。

鈴木　泰幸　（博士前期課程1回生　広島県出身）

今，土木はただ構造物を建てるのではなく周りの環境に配慮した設計・施工が求
められていると思います。そこで私は土木という視点から環境について考えること
ができる研究をしたいと思い，4回生からは衛生工学を専攻し下水処理の研究をし
ています。実際に装置を作り，実験を行い，そこで得られた結果を学会で発表して
います。授業を受ける事とは違い，自分から積極的に研究を進めないと誰も何もし
てくれません。また誰も解明していない事を解明することが研究なので大変な事も
多いです。しかし苦労した分，得られた成果は自信につながります。みなさんも，
私たちと一緒に土木について勉強してみませんか？

岡田　由希子　（博士前期課程2回生　香川県出身）









機能材料工学科というと何を勉強しているのだろう？と思う方も多い

と思いますが，私たちは物を作るときの基礎となる“材料”について勉

強しています。“物”や“材料”にもいろいろありますから，いろんな

知識が必要で，材料のことだけでなく数学や物理や化学，電気，機械に

ついても学んでいます。2回生になって専門的な講義が多くなってきま

したが，基礎からきちんと教えてくれるのでわかりやすく，楽しく講義

を受けています。機能材料工学科に少しでも興味を持ってくれた方，一

緒に学んでみませんか？

機能材料工学科　2回生　磯村　紀世，岩佐　朋子，檜垣　侑里，松岡　杏奈，松本　幸子

需要が多様化している現代では，オンリーワンが求められています。オンリー

ワン商品を生み出すために，この学科で得られる幅広い知識は将来，役に立つと

思います。さらに，機能材料工学科では物性についても詳しい知識を得られるの

で，実験だけでなく，理論が好きな人にもオススメです。そしてなんといっても

この学科には各専門分野の最先端を研究されている方（同時にその分野の成立し

た経緯を知っておられます）がたくさんおられます。だから，将来の科学の方向

性を具体的に味わってみることもできますよ。

機能材料工学科　3回生　奥田　洋平，佐野　輝晃

材料は私たちが暮らしの中で見たり触れたりする「モノ」の基となります。機能材料

は，その材料自体の特性を研究し目的にあった特性を伸ばすことで，より便利な「モノ」

や新たな「モノ」を作り出だすことができる材料です。その中で，私は半導体製品や製

品のコーティングに使用される炭素薄膜の作製・分析をおこなっています。装置の製作

も一から自分で手掛けたので，できたものを見ると嬉しいですし，どのような炭素が出

来ているか判った時には喜びを感じます。もちろん研究以外でも，大学に入ると様々な

人と関わることがありますので，自分の考えや知識を深めるよいチャンスが得られると

思います。皆さんも「モノ」を支える『材料』について興味を持っていただけたら，ぜ

ひ機能材料工学科で学んでもらいたいと思います。

理工学研究科　博士前期課程2年　崎谷　美茶

私は今，自動車の部品メーカーに勤めています。この会社では，自動車部品の他にも，ガス機器，空

調機器，住宅設備機器なども取り扱っています。私はまだ，配属が決まっていませんが，大学，大学院

で「固体電解質を用いたガスセンサ」の研究を行っておりましたので，ガスセンサ部門の研究に携われ

たらいいと考えています。大学時代，最も学んだことは「問題に対する考え方」です。機能材料工学科

では，材料を通じて，物理系，化学系と幅広く勉強ができるカリキュラムとなっています。そのため，

一つの問題に直面したとき偏った知識で考えるのではなく，多方面の視点で見ることができ，様々な考

え方ができます。私も充分ではありませんが，この学科で勉強して「問題に対する考え方」のきっかけ

をつかんだと感じています。また，材料系のみに留まらず，様々な職種に対応できることが機能材料工

学科の魅力であると感じています。

平成16年度　博士前期課程修了　岡本　卓　（矢崎総業（株）勤務＜研修中＞）

（機能材料工学科のホームページ＜http://www.mat.ehime-u.ac.jp＞に，掲載しきれなかった先輩達のメッセージを掲載しています。）





遺伝子から自由自在にたんぱく質を合成する 顕微FT-IRによる無機化合物の微小領域の構造
解析

自作燃料電池装置により合成した固体電解質を
評価する

光反応による有機化合物の合成 高速液体クロマトグラフによる有機化合物の測定 広域Ｘ線吸収微細構造解析装置（ＸＡＦＳ）を
用いて固体触媒の局所構造を解析する

高分解能ＮＭＲ（核磁気共鳴）装置による有機
化合物の構造解析

２年次の学生実験風景 研究室でのゼミ風景





高校時代を振り返ると，部活を最後までやり遂げ，その勢いで受験生活に飛び込んだことを思
い出します。校風が「文武両道」，つまり学問と技芸の両立を図った環境で育ったため，今でもそ
れが「訓戒」となって，大学生活に生かされています。「大学」は，現在，皆さんが各々の目標に
向かって取り組くんでいることに，さらに磨きを掛けたり，まったく未知だった分野に遭遇する
など，「自分らしさ」を追及することができる場所です。私の場合，高校では生物を専攻していな
かったのに，今は生物の研究室に所属しています。大学で初めて生物を学び，その時いろいろと
疑問に思ったことが，強い関心・興味に変化し，専門的に学びたいと思ったことが動機です。大
学で行われていることは千差万別で，その中から自分の可能性を見極めていかなければなりませ
ん。充実した大学生活を送るためにも，積極的にいろいろなことにチャレンジして下さい。

応用化学科　4年生　豊岡　峻

「大学で何を学ぶのか？」と人からよく聞かれることがありますが，私は学ぶことを「学ぶ場」
であると考えています。経験豊富な先生方や先輩の力を借りて，自分で問題を発掘し，試行錯誤
を繰り返した後に解決できる能力を養う場なのです。大学院に進学すると，生活のほとんどを研
究に費やすようになります。研究とは実験によって得られた結果に基づいて仮説を立て，それを
証明するためにまた実験をするという積み重ねによって進んでいきます。しかし，研究がいつも
自分の計画通りに順序良く進むとは限らず，一度難問に遭遇すると長い間足止めを食らうことも
多いのが現実です。それでもあきらめずに実験を続けると，ある日突然，思いもよらない偶然に
よっていろいろ分かることがあります。一度これを味わうと，もう研究はやめられません。私た
ちは，元気とやる気を持って「一つのことに打ち込んでやろう」という皆さんの入学を心から待
っています。

理工学研究科　博士後期課程　物質生命工学専攻2年　松浦　豊

わたしは今，反応化学講座の高分子研究室で日々充実した生活を送っています。実験に追われ
る毎日ですが，こうしたらダメだったから次はこうしてみようとあれこれ考えながら研究を進め
ていくのは本当に楽しいと思います。楽しいことばかりではありませんが，大変な分なにかを発
見した時の喜びは何事にも代え難いものです。高校までは決められた時間割で，与えられたこと
をやっていればよく，学校という枠の中で生活しているに過ぎませんでした。しかし，大学は違
います。ある程度カリキュラムは決まっていますが基本的になにをしてもかまいません。学校も
休んだって誰にも文句は言われません。大学は自由なところが増える分，責任は自分にかかって
きます。ある意味，自分次第です。大学は自分から行動する力を養う場所だと思います。いろん
なことに興味を持ってください。チャンスは自分で見つけること！

理工学研究科　博士前期課程　物質生命工学専攻　応用化学コース1年　木多　昌美

僕が応用化学科を選んだ理由は，高校の時に興味のあった授業が化学であったからです。
こんな漠然とした理由で応用化学科に入りました。しかし，これが化学との新しい出会いで
した。応用化学科で学ぶことによって，化学にはさまざまな分野があることを知りました。
化学は，薬品の合成はもちろん，環境保護へもつながっています。このように化学の範囲は，
とても幅広いため，最初はとても戸惑いました。でも，勉強や学生実験を積み重ねていくう
ちに，それぞれの分野の知識を身につけることができ，4回生となった今，自分の最も興味の
ある分野の研究を行なっており，とても充実した研究生活を送っています。日頃のなにげな
い皆さんの生活の中に，化学は活躍しています。そんな化学に少しでも興味を持っている方，
その化学はあなたのやる気次第でより楽しく，おもしろいものとなるはずです。化学の無限
の可能性があなたを待っています。

応用化学科　4年生　景本　宗良

「化学がおもしろくてこの学科にした」，最初は漠然とした考え方でした。しかし，入学し
て授業を受けると化学にも色々な分野があって最初は戸惑いました。でも勉強しているうち
に世界が広がったっていう感じでした。4回生になって研究室の配属によって自分がやりたい
分野に進む事で，より自分がしたい事の確認ができたと思います。最初は漠然とした目標だ
けを持っていたら良いと思います。大学に入ればそこには色々な道が用意されています。学
んでいる内に，あれがしたい，これがしたいで良いと思います。応用化学科ではそれが少な
からずともできるような気がします。あせらずじっくりと自分の未来を考えられる環境がこ
こにはあります！

理工学研究科　博士前期課程　物質生命工学専攻　応用化学コース2年　相本　恭正





3，4年生を対象に成績優秀学生
を表彰する制度があります

学科内プログラミングコンテストを行い，優勝者はトロフィーを授与
されました。



VLSI設計と実際のLSIチップ

コンピュータシミュレーションの様子



私はプログラミングに興味があり，情報工学科に入学しました。
情報工学科では，数学などの基礎的なものから専門的なものまで幅広く勉強していきま
す。講義等で理解できない所があっても，先生方が丁寧に指導して下さいます。
また，4回生からは，自分の興味のある分野に関する研究が行えるようになり，知識が

増えていくにつれ，面白味が増えていきます。

金岡　徹　学部4回生　(広島県立広高校)

私はソフトウェアに興味があり，情報工学科に入学しました。
入学して最初の方は主に講義ばかりでしたが，2回生以上になると講義や実験でプログ

ラミングを行うようになり楽しくなってきました。
入学するまではプログラミングをしたことがなかったのですが，いつの間にかプログラ
ミングの力がついていました。
4回生になると研究室に配属され，ソフトウェア工学に関する勉強を始めました。
大学院にも進学して，これからも興味のあることを研究していきたいと思います。

岡崎　博和　学部4回生　（香川県立観音寺第一高等学校）

私はネットワークに興味があり，情報工学科に入学しました。情報工学と聞くとプログ
ラミングを連想しがちですが，実際には数学の勉強が中心です。組合せや確率が重要にな
ってくるので，高校の数学とはまた違った面白さがあります。
4年生からは研究室に配属されるので，興味のあることをとことん研究することができ

ます。大学に入ると自由な時間ができるので，勉強だけでなくいろいろなことに挑戦して
欲しいと思います。

岩田　英丈　博士前期課程1年生　（愛媛県立松山東高校）

私はプログラミングに興味があり，情報工学科に入学しました。
入学当初，私はコンピュータに関しては，素人同然でした。
しかし，入学して講義を受けていくうちに，徐々に力がついてきました。また，先生方
は授業外でも，丁寧に質問に答えてくださるので，さらなるレベルアップが可能です。
今後は大学院に進学し，自分が興味を持ったことを研究していきたいです。

久米　正起　博士前期課程1年生　（愛媛県立松山北高校）

情報技術は，医療，行政，製造，流通などほぼすべての分野において欠くことのできないものとなっています。私が情報工学科を選
択したのも，情報工学の将来性と，最先端の技術が学べるという魅力に惹かれたからです。社会人となった現在，私は常に「コスト」
「顧客」というキーワードを意識して仕事をしています。これが学生時代と最も違うことです。大学の研究室では自分が面白いと思っ
たことを，可能な限り広く深く追求することができました。自分が興味を抱いたたった一つのことに没頭する時間は，他の何ものにも
代え難い貴重な経験や思い出になると思います。

苧坂　健一郎　平成12年度　博士前期課程修了　現在富士通株式会社














